
会
　
演

練
暴
露
八
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
一
一
月
一
購
（
金
）
・
二
露
（
土
）

　
　
第
一
日
見
学
会
「
西
京
め
ぐ
り
」
は
、
大
阪
憲

　
　
立
大
学
直
木
栄
次
郎
助
教
授
の
懇
切
な
解
説
の

　
　
も
と
に
、
庸
招
提
寺
・
薬
師
寺
・
西
大
寺
・
秋
篠
寺

　
　
の
頗
序
で
巡
圃
し
た
。
麿
招
提
寺
・
薬
師
寺
で

　
　
は
、
平
素
は
見
学
を
許
さ
れ
て
い
な
い
講
堂
内

　
　
陣
や
、
齋
祥
犬
女
給
像
な
ど
も
特
に
見
学
し
、

　
　
直
木
助
教
授
の
騰
史
的
背
崇
を
ふ
ま
え
た
解
説

　
　
に
参
会
春
一
同
傾
聴
し
た
。
な
お
帰
途
奈
良
醇

　
　
物
館
に
て
照
催
申
の
疋
倉
饒
展
を
見
学
し
た
。
．
．

　
　
第
二
日
総
会
お
よ
び
大
会
は
、
午
後
一
時
よ
り

　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
総

　
　
会
は
、
宮
崎
宙
定
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
い
で
、

　
　
織
田
武
雄
常
任
理
事
よ
り
会
務
お
よ
び
会
計
の

　
　
報
黛
が
行
な
わ
れ
た
、

　
　
会
開
講
演
轄
、
宮
崎
市
定
理
事
長
、
お
よ
び
東

　
　
京
大
学
教
授
飯
塚
浩
二
氏
に
よ
り
、
次
の
藏
題

　
　
で
行
な
わ
れ
た
。

　
　
東
洋
的
中
世
　
　
　
　
　
　
　
蓋
世
　
布
定
氏

　
　
ア
フ
リ
カ
研
究
に
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
浩
二
氏

へ
な
お
薄
氏
の
講
演
の
内
容
轍
、
近
く
諭
交
と
し

て
、
本
誌
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
）

学
界
消
息

読
史
会
大
会

一
一
角
三
獄
（
視
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

（
於
・
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室
）

水
戸
学
派
の
藩
敷
改
革
野

火
和
の
油
臨
に
つ
い
て

吾
妻
鏡
に
み
ら
れ
る
栄
西
闘
係
記
事

任
那
獲
本
鷹
の
行
政
鋤
度

中
世
の
度
牒
に
つ
い
て

造
田
・
班
照
と
大
化
改
新
詔

寛
政
異
学
の
禁
と
そ
の
思
想
的
北
B
鎌

不i岸荻井楠脇『芝
沢　鷺上・瀬田原
　俊：無機　 単収
灘男彦雄勝子｝；ヨ

元
興
寺
癒
…
楽
坊
本
堂
内
陣
の
帯
鋼
銘
寄
進
文

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
重

播
磨
園
太
山
寺
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
東
郷
　
松
郎

旗
本
領
と
地
方
の
豪
商
　
　
　
　
箔
置
弥
蹴
郎

魏
志
倭
入
伝
の
慌
、
し
い
斡
軽
み
｛
刀
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
健
二

東
洋
史
談
議
会
大
会

一
一
月
三
罰
ハ
祝
）
午
煎
九
時
～
午
後
五
時

於
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

北
魏
三
長
綱
雑
致

均
田
捌
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

イ
ン
ド
的
思
考
と
中
隅
的
思
考

李
陞
の
法
経
に
関
す
る
一
周
4
7
察

コ
ン
タ
イ
シ
ャ
政
獣
の
西
方
関
係

戦
国
　
裕
男

堀
　
敏
…

福
永
　
光
司

守
屋
美
都
雄

佐
“
　
透

十
月
革
命
後
、
最
初
の
中
ソ
交
渉
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
秀
　

総
代
に
お
け
る
水
利
闇
体
と
数
治
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
堀
誠
二

無
為
と
因
循
　
　
　
　
　
　
金
谷
　
治

三
擁
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
華
北
農
業
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
元
之
助

モ
ン
ゴ
ル
部
狭
の
初
住
地
と
始
祖
説
話
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
チ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貰
か
　
　
’

西
洋
史
読
書
会
算
三
一
回
大
会

　
…
月
…
…
…
購
（
祝
）
差
響
九
時
半
～
午
後
庶
時
半

於
∴
尽
都
大
学
楽
友
会
館

ス
ト
ラ
テ
…
ギ
ア
の
媛
開
過
秘
　
　
　
金
阪
　
学

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
と
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
　
　
栗
林
　

健

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
後
期
の
シ
リ
ア
の
ミ
ト
ヲ
教
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
i
　
　
　
レ
L
、
・
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
　
　
澁
ノ
躍

中
世
初
期
ド
ィ
ッ
村
落
研
究
の
侮
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
崎
　
菰
治

「
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
グ
ラ
ー
モ
タ
漏
に
つ
い
て
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籔会

石
戸
谷
重
郎

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
釣
建
夢
解
領

の
形
成
と
自
由
農
厩
　
　
　
　
　
富
沢
霊
津

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
と
ビ
ス
マ
ル
ク
の
リ
ア
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
　
　
ア
サ
　
　
　
　
　
コ
　
コ
ゴ

ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
置
　
瞼
門
　
　
男
資

米
甑
運
溝
建
設
娚
に
お
け
る
反
独
占

駐
州
淑
4
4
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
播

ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
運
動
の
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
鄭
　
晃
佑

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
殉
題
に
つ
い
て
　
前
那
貞
次
郎

社
会
経
済
史
挙
会
　
第
三
十
二
鰍
大
会

昭
瀦
議
八
年
九
月
七
B
i
九
日
　
於
、
北
海
道
大
学

簾
一
編

　
　
第
一
部
　
揖
本
史
・
東
洋
史
部
会

1
明
活
前
期
に
お
け
る
行
嚢
金
融
　
　
諏
藤
　
　
隆

　
　
一
岐
阜
梨
・
明
知
三
明
会
社
に
つ
い
て
～

2
一
八
八
○
年
代
の
資
寒
家
國
体
　
　
黛
和
　
良
一

　
　
f
東
京
商
工
会
を
中
心
に
1

翫
幕
未
由
港
前
後
に
お
け
る
経
済
発
展
の
段
階

　
　
i
綿
伶
・
飾
㈱
業
を
中
心
と
し
て
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
i
里
㎎
　
コ
旗
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
／

4
股
・
周
時
代
の
氏
族
捌
に
つ
い
て
　
松
丸
　
道
夫

5
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
諾
ー
バ
ー
の
門
資
本
主
義
の

　
　
精
神
隔
．
説
は
績
本
史
に
適
掘
し
得
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
庵
　
喬
雄

6
黒
闇
紡
績
会
社
の
資
金
調
逢
　
　
　
樋
上
　
は
つ

7
土
目
禄
券
銀
訴
の
成
立
と
変
貌
　
藤
井
光
男

　
　
一
前
橋
第
…
瓢
十
九
蔓
立
銀
行
の
場
ム
ー
4
一

　
　
第
二
都
　
藪
洋
史
部
会

－
早
…
期
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
社
ム
甥
へ
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
須
　
　
徽

2
ロ
シ
ア
封
建
欄
の
翼
成
過
程
　
　
　
松
村
　
四
郷

3
｝
八
既
紀
靭
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商

　
　
岩
壁
の
顛
罠
地
経
営
　
　
．
　
　
字
治
則
富
造

4
一
六
世
紀
ヨ
ー
ρ
ッ
パ
の
物
価
脚
の

　
　
動
き
と
人
獄
圧
　
　
　
　
　
　
　
竹
鰐
　
敬
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
嬌
　
秀
鷲

5
…
八
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
入
の
一
類
型

　
　
－
均
ヨ
目
障
臼
6
づ
目
曾
点
潟
偽
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
幸
、
夫

6
ア
メ
リ
カ
申
顧
部
に
お
け
る
商
業
的

　
　
農
業
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
罵
　
泰
男

　
　
〈
公
開
講
演
〉

洋
戸
勧
進
縮
撲
の
経
営
と
力
士
の
境
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
森
太
鄭

中
世
社
会
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
増
則
　
四
郎

ぞ
フ
の
ぬ

μ
群
二
昏

　
　
共
通
論
題
報
告

　
　
　
「
口
重
資
本
主
義
の
善
縁
と
北
海
道
鳳

1
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
欝
　
和
雄

2
北
海
道
の
醐
一
敗
策
　
　
　
　
永
井
秀
夫

3
北
海
道
に
お
け
る
水
産
業
の
発
達
　
唄
中
　
　
修

　
　
一
三
瞭
家
と
三
井
1

4
北
海
道
に
お
け
る
農
業
の
発
達
　
　
旗
乎
　
　
勲

　
　
－
特
に
大
農
偶
に
つ
い
て
一

5
北
海
道
に
お
け
る
鉱
業
の
発
達
　
　
水
野
　
五
郎

　
　
一
幌
内
炭
坑
・
北
炭
を
中
心
に
1

6
北
海
道
の
産
業
に
つ
く
し
た
人
々
　
高
倉
新
一
郎

第
三
日

　
　
見
　
　
学
　
　
貌
幌
近
難
農
村
規
察

R
回
宏
「
地
理
一
学
A
訟
・
人
文
蜘
　
理
学
A
箕
一
九
六
三
年
度
秋

季
命
岡
大
会

十
月
十
九
日
～
二
十
三
“
於
名
古
羅
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
都
蜜
糊
囲
の
地
域
樵
旧
造
」

都　　地東東販中大東く
窃　　纈京塞神京㌶；京都
の　　分都大［額隅市大窃
危　　燈心都にの三都地
険　　に部市お地郊貢f襲
率　　よの隅け域の蘭V
　　　る機のる構地の陶
　　　中能地二造掃地題
　　　心　と　∫或　・　　形域提
　　　τt．1艦～ξ構三三　　賊ξ｛9tt起

　　　街造造の　　　　進
　　　地　　　　問
　　　の　　　　題
　　　形
　　　態
今水　　右蝦小遜山山言～ξ
村野　　末部林野rl漉木
　　　　　　鈷　　　恵　　粛
学　　　　武二．　　史一誠八
鄭元　　夫鄭博男鄭びく郎
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都
市
化
の
過
程
に
お
け
る
鉄
道
交
通
綱
の
　
・

　
形
成
と
そ
の
変
質
　
、
　
　
　
青
木

〈
経
済
地
理
王
〉
問
題
猛
獣
　
　
　
　
上
野

京
藥
地
帯
に
お
け
る
農
業
地
域
の
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
浜

葉
京
を
中
心
と
す
る
洋
菜
栽
培
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
本

東
京
周
辺
の
都
布
化
と
農
業
の
兼
業
化

福栄
ジ1一

一
王
ハ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
格

大
都
衛
瞬
内
に
お
け
る
兼
業
農
家
の
組
織
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
喪
雄

工
場
進
出
と
農
業
経
営
の
変
貌
　
　
野
原
緻
雄

　
；
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
一

火
阪
都
響
圏
に
お
け
る
農
業
地
域
と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
オ
　
利
治

大
都
霜
圏
に
お
け
る
農
業
的
重
地
利
規
の

イ
ソ
テ
ソ
シ
テ
ィ
…
お
よ
び
労
働
集
約
度

の
分
布
　
　
　
　
　
　
　
尾
留
川
正
平
・
由
本
正
…
凱

〈
経
済
地
理
豆
〉
悶
題
提
起
　
　
　
　
石
出
竜
次
郎

首
都
工
業
醐
に
お
け
る
工
業
化
の
最
近
の
動
向

　
　
　
　
　
　
幸
田
清
喜
・
沢
田
浩
・
菊
地
一
郎

京
浜
工
業
地
帯
の
形
成
と
地
域
分
化
　
井
出
　
策
夫

京
浜
工
業
地
帯
の
生
産
欝
造
　
　
　
　
竹
内
　
淳
彦

中
惣
工
業
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
栗
原
光
政

籍
星
工
業
都
宙
に
お
け
る
労
陰
雲
　
　
豊
崎
　
　
敏

工
場
立
地
と
そ
の
農
地
・
建
築
醐
稜
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
試
論
　
　
　
　
　
伊
藤
　
喜
栄

大
都
市
隅
の
工
業
の
土
地
（
利
用
の
）

難
産
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
春
臼
　
茂
第

〈
歴
史
地
埋
〉
問
題
提
起
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

明
治
大
蕉
期
に
お
け
る
清
水
宙
の
都
市
麟
と

そ
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
香
　
掌
推

域
芋
町
塙
古
里
の
都
窃
計
画
と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
鎮
太

名
雷
屋
域
下
町
に
お
け
る
方
格
式
地
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野

人
臓
集
中
過
灘
よ
り
み
た
中
京
譲
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
内

大
阪
・
名
古
麗
の
木
材
業
の
明
治
以
降

に
お
け
る
変
容
過
報
　
　
　
　
　
　
矢
守

都
宙
再
…
…
…
発
に
お
け
る
歴
史
地
理
学
の
問
題

臨
二

庄
次移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
無

〈
応
用
地
理
〉
問
題
提
起
　
　
　
　
　
多
田
　
文
男

京
浜
・
中
凍
・
阪
神
地
域
の
土
地
と
水
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
ρ
㌔
3
　
　
　
室
m
」
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
聾
　
　
　
・
ま
　
…
」

大
阪
平
野
の
地
盤
沈
下
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
義
記

大
都
市
地
域
の
地
形
分
類
と
洪
水

　
一
名
古
屋
宙
の
地
形
と
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

　
高
潮
。
洪
水
を
中
心
と
し
て
1
　
大
矢

都
市
域
に
お
け
る
水
霧
危
険
性
の
増
加
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
窪
敏
知

傾
騰
地
の
都
市
化
と
由
津
波
・
崖
崩
れ
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
見
悦
治

名
古
鷺
と
そ
の
瑚
辺
地
斌
の
気
候
　
　
水
越
　
允
治

　
i
と
く
に
災
害
に
関
連
し
て
…

大
都
市
地
域
の
高
潮
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
展
難

中
京
地
域
に
お
け
る
土
地
利
摺
の
都
市
化

規
象
と
地
形
と
の
閣
係
　
　
　
　
井
閏
弘
太
郎

千
塁
山
門
島
i
タ
ウ
ン
の
宅
地
造
成
と

水
害
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
　
久
雄

大
都
布
地
域
の
水
指
論
　
　
　
　
　
　
潴
井
　
素
介

麟
由
課
題

新
興
高
冷
疏
菜
の
産
地
形
成
と
市
場
加
藤
武
夫

陣
波
規
水
と
桑
園
の
衰
退
　
　
　
　
　
大
迫
　
輝
通

水
稲
生
産
力
と
土
地
所
有
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
千
妓
子

ま
地
改
良
そ
の
他
に
よ
る
西
濃
輪
中

地
域
の
変
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
厚
　
義
彦

北
海
道
に
お
け
る
酪
農
地
域
の
形
成
　
安
田
　
初
雄

北
海
道
の
土
地
利
用
開
発
に
関
す
る

一
．
二
の
悶
題
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
・
　
操

　
：
耕
・
草
・
林
地
利
…
頬
の
相
互
関
連
か
ら
一

わ
が
国
に
お
け
る
鉄
鋼
業
の
立
地
　
　
船
橋
　
泰
彦

掻
鷹
地
域
の
工
業
化
　
　
　
　
　
　
　
深
沢
富
二
雄
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報
ifbe

．夙

近
世
以
降
に
お
け
る
桐
生
機
業
の
地
域
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤

広
域
翻
郁
街
醐
蜘
と
し
て
の
心
鐙
蕪
剛
地
域
の
地
域

構
造
酌
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
浦

中
心
商
店
街
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
考
察

　
－
菓
京
銀
座
と
新
宿
の
場
合
…
　
　
杉
村

大
都
市
内
に
お
け
る
繁
華
街
の
蕪
本
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢

研
勢
志
摩
鰹
立
公
購
の
親
光
の
一
考
察

木
脅
山
脈
南
東
山
地
農
村
の
変
容
　
　
三
浦

日
太
・
擬
家
の
高
床
式
倥
家
の
形
成
過
程
と

そ
の
蒋
性

群
山明

暢
二

光
雄

和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
甚
次
郎

谷
平
野
の
水
害
に
伴
な
う
移
転
並
び
に
危
険
集
落

　
－
北
上
用
お
よ
び
最
上
川
流
域
の
場
合
一

弧
甲
避
つ
点
画
罎
ヒ
姥
断

　
　
　
、
、
オ
、
》
‘
ノ
．
一
、
V
｛

、
ぞ
｛
竃
　
‘

疾
病
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

　
－
交
響
に
あ
ら
わ
れ
た
古
代
・

　
　
中
世
の
疾
病
に
つ
い
て
1

地
図
麟
式
の
分
類
試
案

坂
l
l
l

由
岡

友政良
一喜明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
武
彦

そ
の
他
地
形
・
陸
水
を
中
心
と
す
る
・
R
然
地
理
の
諸

発
表
が
あ
り
、
二
十
一
・
二
日
は
、
大
井
川
流
域
、

三
河
地
域
、
伊
勢
湾
北
部
臨
海
地
域
、
桑
中
・
中
濃

楠
鴛
執
、
－
叩
葡
…
道
・
近
点
…
地
域
へ
蹴
班
に
分
れ
て
エ
ク

ス
カ
…
シ
讐
ソ
が
背
わ
れ
た
。

広
島
史
学
研
究
会
　
大
会

昭
和
三
八
年
一
〇
月
二
六
・
二
七
臼

　
　
　
　
於
広
島
大
学
交
学
部
・
教
育
学
部

第
…
日

〈
郷
本
史
部
会
〉

神
武
天
皇
豊
漁
「
自
天
祖
降
差
口
違
予
今
、
　
一
難

七
ナ
九
万
二
千
鰹
百
七
十
余
歳
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
惟
之

十
・
十
　
血
煙
に
お
け
る
懸
図
と
土
地
所
右
一
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
本
　
賞
三

大
友
氏
の
奉
行
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
外
出
　
幹
夫

伊
予
吉
賑
藩
の
知
行
舗
四
度
に
つ
い
て
　
青
野
　
春
水

由
片
重
刷
の
著
述
に
つ
い
て
　
　
　
　
末
山
－
　
哲
夫

幕
末
期
に
お
け
る
但
馬
生
野
領
の

豪
農
経
営
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
前
島
、
雅
光

九
州
荘
園
研
究
の
動
向
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
敬
一

前
牌
三
遊
と
部
落
解
放
の
運
動
　
　
　
天
野

〈
東
洋
史
部
会
〉

長
崎
貿
易
と
地
下
紀
分
　
　
　
　
　
　
中
・
村
　
　
質

清
末
に
於
け
る
土
地
事
情
に
つ
い
て
　
福
田
　
節
生

　
一
辰
州
府
義
田
総
記
の
場
合
…

東
突
蕨
膳
部
拘
部
の
胡
入
　
　
　
　
護
　
　
雅
夫

宋
代
、
ま
地
所
有
の
基
本
的
…
即
題
　
　
河
際
　
国
事

「
島
夷
志
略
」
所
載
の
諸
国
は
現
代
の

い
ず
れ
の
地
に
当
た
る
か
　
　
　
　
丹
羽
友
憲
鄭

蒙
古
史
研
究
の
た
め
の
書
誌
に
い
っ
て

七
夕
祭
の
起
源
に
つ
い
て

禰
南
異
方
志
と
南
中
八
郡
志

唐
代
に
お
け
る
塞
外
談
塒
族
の

中
國
内
住
に
つ
い
て

〈
西
洋
史
都
会
〉

古
代
末
期
の
ロ
…
マ
鮭
会
に
つ
い
て

杉

本
直

治
部

大i：F3
西1．．1．l

Jil三

男茂

伊
瀬
仙

太
郎

語
旺
　
宣
興

ア
ソ
シ
ア
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
借
地
小
作
農

の
諸
問
題
　
－
十
七
・
十
八
世
紀
の
ブ
ル
ゴ
ー
二

　
ユ
地
方
を
中
心
と
し
て
1
　
　
　
志
壇

十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
政
党
論
　
　
　
　
鶴
賑

B
・
デ
ィ
ズ
レ
…
り
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

　
i
第
二
次
選
挙
法
改
正
に
よ
せ
て
－
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
岡

第
一
次
大
戦
後
の
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
敗
治
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
田

正　寿
治　夫

健
次

正
巳

近
代
ド
イ
ツ
歴
史
思
想
の
悶
題
性
と
マ
イ
ネ
ッ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
武
　
夏
男

古
代
の
平
瀞
意
識
に
関
す
る
…
考
察
　
永
井
　
滋
郎

歴
史
に
お
妙
る
科
学
的
説
明
と
想
像
的
乱
行
論
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河
瀬
　
明
雄

〈
地
理
部
会
〉

北
陸
地
方
に
お
け
る
工
業
地
域
の
発
展
と
性
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
上
　
　
誠

最
近
の
刻
本
に
お
け
る
広
域
都
宙
と

広
域
中
心
都
衛
の
発
展
　
　
　
　
　
　
北
堆
　
健
次

城
下
町
徳
島
の
一
研
究
　
　
　
　
　
　
美
都
　
懸
濁

条
羅
地
割
の
方
位
に
関
す
る
岡
題
点
　
水
野
　
時
二

児
島
七
区
苧
拓
地
に
お
け
る
集
落
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
源
節
夫

東
爾
ア
ジ
ア
と
圏
家
形
成
　
　
　
　
　
船
越
　
謙
策

　
一
歴
史
・
地
理
類
型
凶
把
握
の
試
み
一

〈
考
雷
・
民
俗
都
会
〉

縮
響
物
ム
ロ
ノ
キ
に
ま
つ
わ
る
考
畠
山
疑
俗
的
一
事
魁
弔

備
後
五
駅
の
一
抗
の
駅
鮭
に
つ
い
て

芸
北
の
稲
作
行
塩

甲
山
　
地
み
刀
の
集
諏
洛
と
神
子
【

突
起
地
方
の
民
像

佐
木
島
の
凪
俗

火
葬
の
始
源
に
つ
い
て

く
社
会
科
教
有
都
会
V

松藤赤門叛三K広
下原木原藤浦瀬
正覚勇粂久　繁
司一夫夫人護登

ア
メ
リ
カ
中
等
学
校
の
世
界
史
教
育
の

腿
輪
と
現
状
　
…
構
戒
法
を
中
心
と
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
分
　
孝
治

カ
ラ
チ
・
プ
ラ
ン
に
北
浦
つ
く
ア
ジ
ア
に
於
け
る

教
育
N
発
購
ハ
計
澗
鯛
と
呼
て
の
射
舷
ム
猟
的
・
経
済
的
｛
泓
咲
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
春
生

祉
会
科
成
立
期
に
お
け
る
歴
史
教
宵
の
比
較
考
察

　
一
日
木
と
西
ド
イ
ツ
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
谷
　
　
稔

「
倫
理
・
祉
会
」
に
お
け
る
入
生
観
・
世
界
観

の
う
ち
〃
日
本
の
考
え
方
〃
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
斑
　
良
亮

．
「
倫
理
・
疑
会
」
に
お
け
る
宗
教
の

と
り
扱
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
猛
岡
　
　
武

世
界
史
と
の
関
連
を
中
心
と
し
た
倫
理
・
社
会

の
指
導
に
つ
い
て
　
一
東
洋
の
考
え
方
、
の
一
項

　
U
を
と
り
あ
げ
て
i
　
　
　
　
　
　
高
城
　
博
昭

豚
鵬
史
教
凶
蹟
に
お
け
る
エ
ク
セ
ム
ヅ
ラ
リ
ッ
シ
ュ

方
式
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
滋
郎

地
図
教
育
の
蕪
本
悶
題
　
　
　
　
　
　
灰
谷
富
圭
人

　
－
教
育
地
図
学
の
た
め
の
一
考
察
－

日
本
人
の
国
際
酌
意
識
ω
　
　
　
　
　
上
野
　
実
義

　
i
騰
丹
に
あ
ら
わ
れ
た
外
懸
意
識
一

社
会
科
教
育
不
振
の
原
鰹
と
そ
の
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宵
田
　
太
郎

ハ
公
開
講
演
〉

桜
島
火
山
の
出
頂
形
　
　
　
　
　
　
　
下
村
　
彦
訟

中
掴
古
代
の
主
従
闘
係
　
　
　
　
只
塚
茂
樹

第
二
日

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
封
建
櫛
巻
ム
に
お
け
る
麟
隅
母
権
識
刀
」

　
（
報
告
）

封
建
支
肥
と
替
落
共
同
体
　
　
　
　
鯖
田
豊
之

封
建
権
力
の
墓
礎
構
燈
　
　
　
　
　
　
黒
閏
　
俊
雄

国
家
権
力
と
農
奴
制
　
　
　
　
　
　
　
仁
井
田
　
陞

領
時
制
の
構
造
的
特
質
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
人

．
第
三
日

　
見
学
　
宮
島
・
岩
躍
な
ど

上
智
大
学
史
学
会

↓
1
月
二
十
論
ハ
　
。
七
口
　
　
漏
於
　
　
上
朝
野
ロ
ム
黙
館

／
鰐
ド
イ
ツ
政
策
に
み
ら
れ
る
イ
ノ
セ
ン
ト

　
　
一
齢
世
の
教
集
権
の
一
性
格
　
　
　
梅
津
　
尚
憲

2
ミ
ル
ト
ン
の
イ
タ
リ
ア
紀
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
田
　
孝
男

3
野
末
破
郡
論
に
み
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
省
治

4
ア
ポ
ニ
イ
伯
購
記
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
寿
吉

5
森
有
礼
の
宗
教
観
　
　
　
　
　
　
　
織
田
　
陽
二

6
F
・
オ
コ
ソ
ナ
：
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
裕
之

7
滋
ゼ
フ
山
烹
義
の
、
没
“
潅

　
　
　
　
　
　
　
　
“
ブ
ラ
イ
テ
ン
シ
・
多
イ
ン
繭
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8
リ
チ
伽
、
…
ド
一
鍬
の
評
摘
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
昇
一

9
中
…
世
末
期
フ
ラ
ン
ス
の
世
俗
思
想

　
ー
レ
ジ
ス
ト
の
諸
薯
作
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
働
介

10

ｽ
安
時
代
に
お
け
る
延
臣
の
名
前
の

　
　
呼
び
方
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
吉
村
　
茂
樹

11

V
蕉
十
㈱
年
の
大
坂
城
に
お
け
る

　
　
二
つ
の
会
見
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ワ
…
デ
師

〈
公
開
講
演
〉
　
（
二
十
六
蹟
）

ユ
グ
ノ
ー
戦
争
と
も
。
。
臼
簿
9
ま
ら
§
舞

の
役
舗
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
見
　
辰
典

ソ
連
史
学
界
の
動
向
　
　
　
　
ピ
オ
ヴ
ェ
ザ
：
ナ
師

日
本
考
古
学
協
会
　
二
三
三
八
年
度
大
会

一
∩
冨
月
一
一
六
臼
一
一
一
八
日
　
　
於
　
　
名
古
騰
大
脚
ず

篇
一
町
　
古
窯
玩
発
掘
品
の
解
説
と
資
料
展
示

　
　
　
　
観
究
発
表
④

第
二
麟
　
蘇
究
発
表
②

　
公
開
講
演

考
古
学
研
究
に
領
す
る
化
学
の
応
用
　
彦
崎
　
一
雄

エ
ス
キ
モ
ー
の
祖
先
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
　
荘
介

　
映
醐

ア
ラ
ス
カ
と
葱
ス
キ
モ
ー

第
三
腿
　
見
学
会

　
　
　
知
多
半
島
の
常
滑
古
窯
疵
お
よ
び
轍
漕
陶

　
　
　
芸
研
究
所

研
究
発
衷
題
羅

1
霧
ケ
峰
雷
不
知
の
贋
器
　
　
　
　
　
藤
森
　
栄
一

2
帝
釈
寄
倉
岩
陰
遺
跡
の
驚
二
次
調
査

　
　
松
崎
寿
和
・
杉
原
三
葉
・
大
塚
初
重
二
廻
沢
充
期

3
帝
釈
馬
渡
岩
陰
遺
跡
の
第
二
次
調
査

　
　
松
崎
寿
和
・
杉
原
荘
介
・
潮
見
　
浩
・
藤
田
　
等

4
島
瞭
単
島
・
酉
花
台
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
島
誠
｝
・
麻
生
　
優

5
愛
知
県
南
知
多
惣
出
［
田
平
遣
跳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
　
章
・
磯
部
掌
男

6
大
宮
蒲
奈
良
瀬
芦
遺
跡
発
掘
続
報

7
宮
崎
県
績
野
町
青
木
遺
跡
の
調
査

8
着
器
の
信
仰

9
大
和
鴨
脚
波
弥
生
式
遺
跡
の
調
査

10

x
河
湾
地
方
の
中
期
弥
生
湖
心

ノ」、粛刈桑釜告1糊i
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11

ｵ
顧
の
前
漢
鏡
を
出
レ
た
飯
塚
畜
立
磁

　
　
饗
櫨
遺
跡
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
蕉
気
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
等

12

ﾃ
岡
県
浜
北
窃
の
特
殊
遺
籏

13

d
磨
臨
大
曲
弗
生
式
住
居
竣
に
つ
い
て

斐児
Lj島
E隆
蔑人

lii森

母寅
　次
if（郎

下
津
谷
達
男

14

芒
|
県
八
束
郡
鹿
島
隣
古
浦
砂
丘
遺
跡
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
丈
夫
・
藤
田
　
等

15

ﾞ
良
県
勢
野
茶
臼
由
害
墳
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
達
　
宗
泰

16

＄
?
県
大
寒
郡
古
里
前
方
後
円
墳
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
車
恵
一

17

s
原
市
嫡
崎
山
縁
由
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
磐
雄
・
甘
粕
　
健

！8

?
総
町
流
子
騰
瓢
箆
塚
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測
田
宗
久
・
ゆ
村
恵
次

19

ﾟ
畿
地
方
に
お
け
る
特
異
な
後
期
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
水
野
蕉
好
・
沼
代
克
配
・
岡
村
膿

20

菶
ﾖ
筒
形
棺
の
研
究
　
　
　
　
　
三
木
　
文
雄

21

k
海
道
鵜
川
町
の
盛
土
二
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
利
夫
・
扇
谷
畠
康

22

x
河
口
古
廃
寺
玩
の
発
露
調
査
結
果
か
ら
考
え

　
ら
れ
る
”
伽
藍
配
置
の
推
移
状
汎
　
　
軽
部
　
慈
思

23

纐
?
国
府
跡
調
査
の
中
席
報
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
離
、
喜
左
雄
・
松
島
栄
治

24

ﾈ
木
県
佐
野
市
唐
沢
ゴ
ル
フ
場
ハ
ニ
ワ
窯
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
　
　
清

25

兼
s
掘
幡
枝
の
飛
鳥
時
代
瓦
陶
兼
業
窯
鮭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
浩
一
・
善
本
舞
俊

／59 （！59）



26

{
恵
器
の
製
洋
所
跡
に
つ
い
て
　
　
坂
請
　
秀
…

27

ｺ
和
3
7
・
3
8
年
度
平
城
宮
丘
総
堀
凋
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
　
純
之

28

}
岡
布
大
飛
島
遺
跡
　
　
鎌
木
義
昌
・
言
霊
忠
彦

29

菶
p
量
鹿
島
郡
鳥
羅
町
春
木
第
3
号
窯
の
調
査

　
　
高
堀
勝
喜
・
浜
岡
賢
太
部
・
橋
本
澄
夫
・
吉
岡

　
　
康
暢

30

ｻ
補
…
寺
囲
境
内
幽
土
の
施
融
陶
器
　
岡
田
　
茂
弘

31

?
洲
焼
　
　
　
　
　
　
浜
岡
賢
太
郎
・
橋
本
澄
夫

32

沁
R
斎
草
戸
遣
跡
出
土
の
臼
本
陶
磁
の
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
正
名

33

a
泉
慣
尾
出
経
塚
群
調
査
特
報
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊
田
茂
作
・
秋
山
進
午

34

O
電
県
伊
勢
市
朝
熊
由
第
二
次
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
　
署
也

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
　
一
九
穴
四
一
鷹
十
拳
一
遇
η
、
　
本
由
米
な
ら
・
げ
P
一
月
に
お

綴
け
い
た
す
べ
き
の
と
こ
ろ
、
ま
た
ま
た
春
四
月
を

邊
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
一
年
、
刊
行
の
お
く

れ
を
何
と
か
と
り
か
え
そ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
り

憲
す
が
、
現
下
の
印
思
事
箭
の
前
に
は
、
委
員
の
努

力
は
あ
ま
り
に
無
力
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
臨
ま
せ

ん
。
刊
響
の
お
く
れ
の
結
果
、
寄
隔
稿
者
各
位
、
な
ら

び
に
読
考
各
位
に
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
お
わ
び
致
し
ま
す
。

◇
　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
九
年
度
を
む
か
え
、
本
誌

の
印
刷
代
の
契
約
の
交
渉
を
す
す
め
て
お
り
ま
す

が
、
定
期
刊
行
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
大
輻
な
値

上
が
り
は
不
可
避
の
事
情
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
八

年
度
ま
で
は
、
毎
年
・
の
印
醐
代
値
上
が
り
は
、
文
都

省
の
刊
行
助
成
金
と
、
本
会
運
鴬
の
い
わ
ゆ
る
合
理

化
、
ち
ま
り
人
件
費
そ
の
他
を
切
り
つ
め
る
こ
と
で

吸
収
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
も
は
や
そ
れ
も
限
界
に

あ
り
、
印
刷
代
の
俺
上
が
り
分
は
、
会
費
を
侮
上
げ

す
る
か
、
な
い
し
頁
数
を
減
ら
す
か
、
あ
る
い
は
双

力
を
同
時
に
実
施
す
る
か
、
侮
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
何
れ
理
事
会
の
検
討
を
経
ま
し
て
決
定

い
た
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事
惰
を
前
も
っ
て
お
含

み
願
え
ま
す
れ
ぽ
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。
　
．
鳳

◇
　
毎
度
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
論
文
・
ノ
ー
ト

・
書
評
な
ど
、
各
位
の
こ
磁
讃
の
成
果
の
ご
寄
稿
を

お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
原
稿
は
、
　
「
編
集
委
員
会
」

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。
な
お
又
、
会
費
赤
字
の
方
に

は
度
々
催
促
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
た
し
ま
す
。

　
訂
正

　
四
六
巻
一
拍
阻
ウ
所
載
　
　
秋
一
山
進
午
　
「
語
論
職
醐
堂
復

．
元
の
再
検
討
」
付
録
國
版
（
口
絵
ア
…
ト
）
図
［

　
阪
1
の
う
ち
、
「
右
　
武
梁
第
一
贋
（
芸
大
本
）
」

　
と
「
友
　
武
梁
第
二
贋
」
の
写
套
は
、
左
君
い

　
れ
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し

　
ま
す
。一

熱
舞
！
二
朋
．
藷
翻
定
鍾
δ
○
円

　
史
林
（
第
四
七
轡
第
一
暑
）

　
　
　
　
京
郡
布
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
憩
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
騎
帯
定

　
　
　
　
煎
郡
市
下
京
区
西
七
集
御
齎
ノ
内
中
町
五
〇

印
捌
所
　

中
村
印
刷
株
式
会
社
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